
 

「命のメッセージ」からいじめについて考える 

校長 齋藤 真 

 

６月は、ふれあい月間です。東京都教育委員会は、６月、１１月、２月を「ふれあい月間（いじめ防

止月間）」と定めています。東中でも、いじめ根絶の指導強化月間として生徒の皆さんへの生活アンケ

ートを実施しました。必要があれば、先生たちが聞き取りを行なっていじめの未然防止、解決に向けて

取り組んでいきます。 

さて、６月３日（月）の朝日新聞にいじめが原因で命を絶った中学２年の女子生徒が書き残した作文

を取り上げた記事が載っていました。 

女子生徒は２００４年６月３日朝、亡くなりました。同級生から罰ゲームを強要されたり、仲がよか

った友だちから無視されたり、うざい、きもいなどの言葉の暴力を受けたりしていました。女子生徒が

書いた作文は葬儀の後、両親の元に戻りました。人権を考える授業で書かれ、女子生徒が亡くなる前日

に担任に提出したものでした。両親はいじめ対策等に生かしてほしいと考え作文の公文書化を求め実

現し、いじめについて考える授業等で活用されています。 

作文には、いじめに向き合った思いがつづられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この作文が書かれてから２０年になりますが、今もいじめはなくなりません。女子生徒の両親は「娘

の命のメッセージを心の片隅でもいいから置いて、相手の気持ちを思いやることのできる人になって

ほしい。」と願っています。 

 

 

 

 

 

いじめ撲滅三原則「するを許さず」「されるを責めず」「いじめに第三者なし」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子生徒が書いた作文（抜粋） 

私はどうしてイジメをするんだろうと思います。人にはもちろん好き嫌いがあるか

ら、自分と合う人、合わない人がいるのはあたりまえだと思います。（中略）嫌な人に

その人達同士にしか伝わらないあだ名をつけ、平気で悪口や残酷な言葉を言っている

人。それを言っている人達は楽しいのかもしれない。でも大声で話せば皆に聞こえて

周りが嫌な気分になると思います。私も聞いていて、「もしかしたらこの人物は私なの

かもしれない。」と思い、不安になり恐くなりビクビクしていた事があります。（中

略）誰だって自分を否定されるのは嫌だと思うし、つらく悲しいと思います。その人

に対して、私はもう必要のない人間なのか、もう世界中誰一人と私を必要としてくれ

ないのか、考えてみたらとても胸が痛くなりました。 

イジメは自分をどん底まで沈めます。（中略）人は一人じゃ生きていけない。だから

友達をつくる。一人のさみしさが複数でいることの楽しさへ変わる。 

生活の仕方とか全く同じ友達はいない。だからこそ自分がいろんな感情を知り成長

していけるんだと思います。 
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５月３１日（金）に令和６年度前期生徒総会が行われました。 

主な目的は、 

（１）「望ましい人間関係を形成し、集団や社会の一員としてよ    

りよい学校づくりに参画し、心の力をもって諸問題を解    

決しようとする主体的な態度を育てること」 

（２）「活動計画の審議や活動報告を通し、東中学校生徒会活動の 

共通目標の理解を図る」 

の２つです。 

総会では、委員会における活動報告を行ったり、各クラスから出された「議案書に対する質問・意見」や「施

設に対する要望」に対して返答をしたりするなど、活発な交流が行われました。 

また、生徒会長からは、「50周年から60周年に繋ぐ東中の“心”四カ条」 

一、礼儀正しい澄んだ心      二、臨機応変で、積極的な心  

三、相手を思いやる豊かな心  四、感謝され、感謝できる誠実な心 

が発表されました。「自分たちのことを、自分たちで考え、話し合い、決める」という活動は、民主主義を学ぶ

上でとても大切なものです。そのことを念頭に置きつつ、自分たちの学校生活がよりよいものになるよう、生

徒一人ひとりが意識をもって活動していきましょう。 

 

 

 

 

              

６月 

２４日(月) 

２５日(火) 

２６日(水) 

２７日(木) 

 

 

 

 

期末考査１日目（理科・数学・音楽） 

期末考査２日目（国語・保体・技家） 

期末考査３日目（社会・英語・美術） 

一斉委員会 

復習確認テスト（３年） 

 

 

７月 

   ２日(火) 

   ４日(木) 

   ５日(金) 

 

１６日(火) 

１７日(水) 

１８日(木) 

１９日(金) 

２２日(月) 

 

保護者会(１年) 

保護者会(２年) 

進路保護者説明会(３年) 

保護者会(７組) 

一斉委員会 

給食終了 

大掃除 

終業式 

夏休み開始 

三者面談開始 

令和６年度 前期生徒総会が行われました！ 

 

 

６・７月の予定 

 

 



 

 

 

５月２７日（月）から６月１４日（金）までの３週間、教育実習が行われました。教育実習は、大学の教職課

程の一部として位置づけられており、主な目的は、（１）教員になるうえで必要な能力や適性を考え、課題を自

覚すること（２）各教科や教科外活動の指導の基礎を習得すること（３）学級担任の役割や職務内容を理解し

たり、生徒との適切な関わり方を学んだりすることです。実習生は体育科の２人で、慣れない部分も多くあり

ながらも、エネルギー溢れる指導で子どもたちに接していました。保護者の皆様におかれましては、ご理解・

ご協力をいただき誠にありがとうございました。東中学校といたしましても、今後の二人の活躍を心よりお祈

りし ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月2２日（水）から２４日（金）の３日間、奈良・京都への修学旅行が実施されました。初日は貸し切りバ

スで法隆寺・東大寺をめぐり、日本の歴史の歩みを肌で実感しました。宿舎では夕食や入浴、自由時間と宿泊

行事を満喫しました。２日目は京都市内を、公共交通機関を使い班別行動で回りました。班によっては時間の

都合などにより、臨機応変に見学地を変えながら、京都めぐりを楽しんでいました。 

２日目の夜は、夕食後に止観（座禅）体験が行われ、心を整え落ち着ける仏教の修行方法を体感しました。３

日目は、タクシーの運転手の方に解説していただきながら京都市内を見学し、とても充実していたようです。

この３日間特に大きな予定変更はなく、無事に修学旅行を終えることができました。ご協力ありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

修学旅行に行ってきました！ 

 

 

教育実習が行われました！ 

 

 



 

 

 

 

この制度は、「保護者・地域住民の方が学校運営、学校支援及び学校評価等に一体的・持続的に参画する仕組

み」として導入されました。今年度は、４月２７日(土)の土曜授業にあわせて第１回目を開催し、授業の様子を

ご覧いただくとともに、学校経営方針等へのご意見を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２４日（月）から２６日（水）の３日間にかけて、１学期の期末考査が始まります。中間考査と比べると、

教科数は９教科に増えたり、内容はより難しいものになったりするなど、これまで以上に計画的に学習を進め

ていく必要があります。毎日記入して提出している「学習の記録」をもとにして、テスト範囲の学習をまんべ

んなく行っていきましょう。 

 

 

 

 

 

氏  名 役  職 

菊池
キクチ

 常
ツネ

広
ヒロ

 スポーツ推進委員会長 

中村
ナカムラ

 保
タモツ

 PTAＯＢ会「東雲会」 会長 

鈴木
スズキ

 千賀子
チ カ コ

 保護司 

橋本
ハシモト

 実
ミノル

 東中学校区健全育成協力員 

宮崎
ミヤザキ

 勝央
カツオ

  青少健東秋留地区会長 

立花
タチバナ

 啓伍
ケイゴ

 保護者 

神田
カンダ

橋
バシ

 江
エ

美
ミ

 本校PTA会長 

令和６年度学校運営協議会委員について 

 

 

期末考査が始まります！ 

 

 


